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５．わたしたちの生活と環境 ３ 環境を守るわたしたち

三方を水で囲まれた浦安市
浦安市は三方を海と川で囲まれ、昔から海や川とともに

生きてきたまちです。海からは豊富な魚介類、川からはき

れいな生活用水を手に入れ、海や川が人々の生活を支えて

きました。あっさり君たちは、３・４年生の時に学習した

ことを思い出しながら、今と昔の海や川の利用方法の違い

について感じたことや、疑問に思ったことを出し合ってみ

ました。

「ぼくの住む東京湾には、浦安からたくさんの

川が流れ込んできているよ。海と川はつながっ

ているんだね。」

「昔は海だけでなく境川でも泳いで遊んだって

話を、博物館で聞いたよね。お米を境川でといだ

り、茶碗を洗ったりしたって話も聞いたね。」

「今は海辺や川辺で散歩やジョギングをしてい

る人がたくさんいるよ。市民の人がたくさん遊歩

道を利用しているけど、昔と違って海や川にはな

かなかおりることができないね。なんでだろう。」

↑三番瀬で環境学習を行う小学生 ↑市民が楽しみにしている境川まつり

つかむ
浦安の海や川の

変化について話

し合い、学習問題

を作りましょう。

↑1948 年の浦安

↑2015 年の浦安 豆知識：浦安市内には、猫実川、境川、堀江川、見明川の 4 本が流れ

ているよ。また、浦安市は、東京湾と旧江戸川に囲まれているね。
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「昔の境川には 2,000 そうものベカ舟が留ま

っていたっていうけど、なんで今は全然ないん

だろう。習った気がするんだけど…。」

「昔と今では、海や川とのかかわり方が大き

く変わっているね。どうして浦安市では、海

や川とのかかわり方が変わったのかな。みん

なで調べてみよう。」

学習問題・・・・・・・・・・・・・・・・・・

浦安市では、なぜ海や川とのかかわり方が変わ

ったのでしょうか。

調べること

・なぜ昔のように、海や川とともに生きていかなくな

ったのだろうか。

・今の浦安では、海や川とどのようにかかわって生活

しているのだろうか。

・浦安では、海や川の環境を守るために、どのような

取り組みを行っているのだろうか。

↑境川から貝漁にむかう漁師 ↑川で洗い物をしている

↑今でも浦安では貝がとれる

↑貝むきをする女性たち

千葉県で 1 番あさりがとれていた

豆知識：浦安はアサリ漁だけでなく、ノリ漁でも千葉県一だったんだ。浦安でたくさんの貝やノリ

がとれたのは、川が豊かな栄養を海に運んできてくれるからだったよね。
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かわりゆく浦安の海と川

あっさり君たちは、浦安の海や川がよごれ始めたころの

様子を調べるために、投網保存会の内田さんに話をうかが

うことにしました。

投網保存会会長の内田さんの話
ある日、真っ黒な境川を見たときは、おどろ

いたな～。何がおきたのか、わからなかった。

どこから黒い水が流れてきているのか、すぐに

みんなで調べに行ったよ。ある工場から、黒い

水が出ているのが分かったから、『黒い水出すのをやめてく

れ。』って頼んだんだけど、やめてくれない。仕方ないから、

国会までお願いしに行ったんだ。『黒い水を出すのを、やめ

させてくれ。』って。あのころ、日本中でこうした事件がた

くさんおきていたな～。わたしも、『漁師はもうできないか

も。』って思ったよ。

「この後、工場は黒い水を止めたんだ。でも、海

や川では魚や貝が住みづらくなり、浦安の漁師さ

ん達は、魚や貝を売って生活することができなく

なっていったんだよ。」

「工場で働いている人たちは、なんで黒い水をな

がしたんだろう。そんなことしたら、海や川がよ

ごれるって思わなかったのかな。」

調べる
なぜ浦安の海や川

はよごれていった

のでしょうか。

豆知識：工場が出す汚水や煙、住民が出す生活排水やゴミなどが原因で、水や空気が汚れ

たんだ。これにより、人々の健康や生活に被害が出る「公害」が日本全国で起きたんだよ。

↑工場に抗議に行く漁師の様子 ↑1958 年 6 月 11 日の新聞（毎日新聞）

日本で最初の環境法

「水質二法」の成立

「黒い水事件」がきっか

けになり、水質汚染を防

ぐための法律（「水質保

全法」「工場排水規制

法」）が制定され、「水質

二法」と呼ばれた。

↑投網船の様子

船遊びをするために、たくさんの

お客さんがきていた。
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「1950 年代の後半から、日本は『高度経済

成長』の時代に入っていったんだ。環境のこ

とよりも、工業の発展や人々の豊かな生活が

第一に考えられていたんだよ。」

「『黒い水を流すのをやめて。』って言っている

のに、流すのをやめないことにびっくりしまし

た。でも、工場の人も、『少しでもよいものを

安くみんなに届けよう。』と頑張っていたから、

簡単に水を止められなかったんだって。」

「環境のことは、みんなあんまり気にしていな

かったらしいよ。境川に、家から出たごみや、

洗たくが終わった後の水をそのまま流すこと

もあったんだって。」

「浦安だけでなく、日本全国に『公害』が広が

っていったみたいだね。病気になる方がたくさ

ん出て、大きな被害がでてしまったそうだよ。」

「海で漁業ができなくなってしまった浦安の

人々は、このあとどうやって生活していった

んだろう？」

↑ゴミを捨てないように呼びかける看板 ↑漁ができなくなり捨てられた船

豆知識：1950 年代から 1970 年代にかけて、日本の工業生産や家庭での消費（家電製品など）

が大きく伸びたんだ。これを「高度経済成長」と呼ぶんだ。国民の生活が豊かになったんだよ。特

に「白黒テレビ・洗濯機・冷蔵庫」は三種の神器と言われ、1950 年代の豊かさの象徴だったよ。

1960 年代には「カラーテレビ・クーラー・車」が新・三種の神器と言われるようになったよ。

公害の種類

公害には、「騒音」「振動」「大

気汚染」「悪臭」「水質汚濁」「地

盤沈下」などがある。

↑バイクよりも船の位置が高い

境川沿いの地盤沈下の様子

↑初めて買ったテレビ
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新しいまちづくりを目指して

漁師町浦安にとって、海や川の汚れは大問題でした。海

とともに生きていくことのできなくなった浦安が、その後

どのように生まれ変わっていったのか、郷土博物館の林さ

んに話をうかがうことにしました。

郷土博物館学芸員の林さんの話
浦安は、貝や海苔の養殖場であった海の埋

め立てを決断し、1971 年に漁業権を全面放

棄しました。海や川の汚れによって、漁業によ

る収入ではくらしが成り立たなくなってしま

ったためです。人々は、海から離れてどう生活

していったらよいのか、これからの浦安をどのようなまち

にしていきたいのか、みんなで繰り返し何度も話し合いま

した。そして、未来の浦安市民の幸福を願って、「住宅地」

「流通業務地」「大型遊園地」という 3 つの方針をたてて、

現在の浦安市を作り上げたのです。

「黒い水事件が起きたころの浦安では、漁業の将来

に対する不安が町全体をおおっていたんだ。そこで

浦安町は、1959 年、千葉県に対して浦安の海の埋

め立てを進めるようにお願いをしたんだよ。」

「海とともに生きてきた浦安の人々にとって、海を

埋め立てるのは、つらい決断だったと思うな。でも、

漁業では生活していくことができないし、どうすれ

ばよいか、みんなで真剣に考えたんだろうね。」

調べる
漁業で生活ができなく

なった浦安では、どの

ように新しいまちに生

まれ変わろうとしたの

でしょうか。

↑埋め立ての様子 ↑新しく生まれた浦安の土地

豆知識：東京湾に広がっていた干潟の 9 割が埋め立てによって失われたんだ。現在では、

三番瀬と木更津の盤洲干潟だけになってしまったよ。

千葉県総合開発計画書

1951 年に発表された、

東京から千葉市・木更津

市を結ぶ場所に、一大工

業地帯（京葉臨海工業地

帯）をつくる計画。1954

年 10 月から、臨海地域

の埋め立てが本格的に

開始された。浦安の埋め

立ては、1965 年 9 月に

始まり、1981 年に終了

した。
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「その通り。浦安町民みんなが幸せになれる

方法を、みんなで意見を出し合い考えたんだ。

そして、浦安町では、埋め立て地を活用した、

新しいまちづくりを進めていったんだよ。」

「流通業務地には『鉄鋼団地』ができたんだね。

浦安の人々が働くことのできる場所ができて

安心したよ。それに『鉄鋼団地』は、公害を出

さない工場を目指したんだって。」

「住宅地には、もともと浦安に住んでいた人

だけでなく、浦安以外からもたくさんの人が

引っ越してきたんだよ。東西線や京葉線、高速

道路が開通して、便利になったからだね。」

「大型遊園地には、日本全国からだけでなく、

世界中からたくさんのお客さんが来ているね。

来園者のために、浦安にはホテルがたくさん

あるよ。遊園地やホテルで働いている『浦安の

人』もたくさんいると思うな。」

「今の浦安は、浦安市内で働く人だけじゃなく、

東京で働く人もたくさん住んでいるよ。みんな

が安心して生活することのできるまちづくり

は、大成功だね。」

↑転業対策協議会での話し合いの様子 ↑鉄鋼団地の建設

日本一の鉄鋼流通基地となった

豆知識：浦安市では、現在も未来を見据え「人が輝き躍動するまち・浦安」を目指して、都市計画

を進めています。みなさんは、浦安をどんなまちにしたいですか。話し合ってみよう。

浦安のあゆみ

西暦 できごと

1958年 黒い水事件

1959年
千葉県に埋め立て

要請

1962年

漁業権一部放棄

町議会が大型遊園地

誘致を決定

1965年 第１期埋立工事着工

1968年
住宅地造成工事開始

（富岡）

1969年
浦安鉄鋼団地完成

地下鉄東西線開通

1971年 漁業権全面放棄

1972年 第２期埋立工事着工

1974年
千葉県が遊園地誘致

計画承認

1975年 第１期埋立工事完了

1978年 首都高湾岸線開通

1979年 農家が完全に消滅

1981年
浦安市誕生

第２期埋立工事完了

1983年 大型遊園地開園

1988年

JR 京葉線開通

ベイエリアホテル群

誕生
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+

生き物と共生できる環境を取り戻すために

人々にとって住みやすいまちとなった浦安ですが、海や

川に住む様々な生き物にとっては、決して住みやすい環境

とは言えませんでした。かつての浦安のように、人々と自

然が共生できるように、浦安では多くの人や団体が活動を

行っています。

浦安水辺の会代表の今井さんの話
浦安水辺の会では、市民が水辺に関心を持

ち、ふるさと浦安の海や川を大切にする意識を

育むための活動を行っています。水辺での遊び

やクリーンアップ活動、市役所内の水槽管理な

ど、様々な活動をしています。水辺の楽しさを

知ることで、環境の大切さに気付いてほしいですね。

浦安市役所で働く柳本さんの話

江戸川の上流域にある、群馬県高崎市倉
くら

渕
ぶち

町には「浦安市民の森」があります。倉渕は町

の 90％が森林で、江戸川の水源の一つになっ

ています。私たち浦安市民は、その水を飲んで

生活しているんですね。川の上流と下流に住

む人々の共通財産として、「浦安市民の森」の整備を協力し

て行っています。自然に対する理解や環境に対する意識を

高めることを目的として「浦安市民の森」は設置されまし

た。浦安市の小学校が林間学校で利用したり、市民の方が

環境学習講座に利用したりしています。森を大切にするこ

とは、海や川を大切にすることにもつながります。

調べる
海や川とふたたびとも

に生きるために、どの

ような取り組みが行わ

れているでしょうか。

↑三番瀬干潟観察会の様子 ↑浦安市民の森（群馬県高崎市倉渕町）

豆知識：郷土博物館でも、様々な団体や学校と協力して環境学習に取り組んでいるよ。浦

安市では、水辺に関するイベントはたくさん開催されているんだ。

↑倉渕町での林間学校

↑市役所にある三番瀬水そう

↑浦安市環境展

７ページ目



浦安野鳥の会代表の東さんの話
浦安では、遠く北極海やオーストラリア

からくる渡り鳥をはじめ、100 種類を超

える野鳥の観察ができます。住宅やマンシ

ョンが立ち並ぶ浦安は、一見自然がとぼし

いように見えますが、実はそうではないん

ですね。私たちは野鳥の観察を通して、野生生物ととも

に生きることを実感し、海辺のまち浦安にふさわしい

『自然環境復元』とは何かについて、市民の皆さんと考

えています。

「浦安市では市民と自然の共生をめざし、様々

な活動を行っています。三番瀬や境川、そこで

生きる様々な生き物とともに、豊かに生活する

ことができるようになるとよいですね。」

「三番瀬のクリーンアップ作戦に家族で参加

したことがあるけど、とても楽しかったよ。家

族みんなで、環境について話し合う機会が増え

たかな。」

「わたしも、自分にできることは何かを考え

て、生き物と共生できるまちづくりに協力し

ていきたいな。どんなことに取り組んでいっ

たらよいのだろう。」

豆知識：令和元年にオープンした「三番瀬環境学習館」は、海の生き物だけでなく、野鳥や昆虫な

ど様々な生き物と触れ合うことができる施設だよ。

↑三番瀬に来る渡り鳥の様子（スズガモ） ↑三番瀬環境学習館

↑境川乗船体験

市民と川を結ぶイベント

↑埋立地に植えられた木も大き

くなり、今では多くの野鳥の

すみかとなっている。

（入船西エステート）
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浦安市の環境基本計画について話し合おう

浦安市は「みんなでつくり つなげる 環境都市うらやす」

をめざし、「第 3 次浦安市環境基本計画」をまとめました。

浦安市の計画について調べ、自分ならどのような活動に協

力できるのか。」話し合ってみましょう。

まとめる
海や川とともに生きる

ために、わたしたちは

どのような取り組みを

していけばよいのか、

話し合いましょう。
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キーワードを調べてみよう

「まずはみんなで『キーワード』を調べてみよ

うか。環境基本計画にある『脱炭素社会』『循

環型社会』『生活環境』『自然環境』『環境行動』

って何のことだろうね。」

自分で・おうちで・学校で・地域で

～こんな活動に協力するよ～

「今度、境川と三番瀬のクリーンアップ作戦に

参加してみようかな。生き物が好きだから、観

察会にも参加してみたいな。」

「私はおうちで出すゴミを減らす努力をする

ね。クリーンセンターの見学に行った時に、『一

人一人がゴミを減らす努力をすることが大切。』

って習ったからね。これならできそうだし。」

「学校では、こまめに電気を消すようにしよ

うよ。みんなで協力して節電できるように、ポ

スターを作って教室にはってもらえるように

しよう。」

「自分たちだけではなく、ほかの人たちに広め

るのは、とてもよいことだね。最近『SDGｓに

取り組もう。』って言葉をよく聞くけど、浦安市

の環境にも関係があるのかな。」

「まだまだたくさんのアイディアが出てきそ

うだね。ぼくもうれしいよ。

でも、これは覚えておいてね。『続けて活動を

することが大切』ってこと。1 回だけやって

終わりでは、意味がないんだ。みんながずっと

やり続けることのできる取り組みを、ゆっく

りと見つけていこうね。」

自分がこれからどんなことに取り組んでいくか

書いてみよう

SDGｓ

（エスディージーズ）

「持続可能な開発目標」とし

て、2015 年 9 月の国連サミッ

トで採択された。2030 年まで

の 15 年間で、17 の目標を達成

するために掲げられた。

↑SDGｓの 17 の目標

↑浦安市環境基本計画には、浦安市

が行っていく、環境への主な取り組

みが出ている。
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